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『
今
昔
物
語
集
』
に
描
か
れ
る
尼
-
誓
誓

竹
村
信
治

一
　
重
層
す
る
尼
像
-
描
か
れ
る
尼

『
今
昔
物
語
集
』
　
の
成
立
が
一
二
世
紀
前
半
期
で
あ
る
と
し
て
、
そ

こ
に
い
た
る
間
の
日
本
仏
教
史
に
お
け
る
尼
た
ち
の
姿
は
、
勝
浦
令
子

氏
「
古
代
に
於
け
る
母
性
と
仏
教
」
　
(
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
輿
一
九
八
四
)
、

大
隅
和
雄
氏
・
西
口
順
子
氏
編
『
シ
リ
ー
ズ
女
性
と
仏
教
』
　
(
一
矢
へ

特
に
『
尼
と
尼
寺
』
『
信
心
と
供
養
』
所
収
論
文
)
、
牛
山
住
専
氏
『
古
代
中

世
寺
院
組
織
の
研
究
』
　
(
一
九
九
〇
)
、
平
雅
行
氏
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏

教
』
　
(
一
九
九
一
一
)
、
吉
田
一
彦
氏
・
勝
浦
令
子
氏
・
西
口
順
子
氏
『
日
本
史

の
中
の
女
性
と
仏
教
』
　
(
一
九
九
九
)
に
所
収
の
論
文
等
に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
の
概
略
は
以
下
の
と
お
り
だ
が
、
そ
う
し
た
尼
の
多

く
は
『
今
昔
物
語
集
』
所
収
話
中
に
も
兄
い
だ
さ
れ
る
。

a
　
『
日
本
書
紀
』
敬
遠
一
三
　
(
宍
l
明
)
年
足
歳
条
の
「
仏
法
之
初
白
玉

而
作
」
と
結
ば
れ
る
記
事
で
、
本
邦
初
の
出
家
者
(
度
者
)
が
善
信

尼
以
下
三
人
の
尼
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
初
期
仏
教
は
尼
に
よ
っ

て
担
わ
れ
た
。

*
巻
〓
　
「
聖
徳
太
子
、
於
此
制
、
始
弘
仏
法
語
第
二
　
(
『
三
宝
絵
』
申
1
)

b
　
以
後
、
推
古
朝
に
は
尼
寺
が
多
く
創
建
さ
れ
、
ま
た
『
日
本
書

紀
』
推
古
天
皇
三
十
二
　
(
六
二
四
)
年
九
月
三
日
条
に
僧
八
一
六
人
・

尼
五
六
九
人
と
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
尼
が
数
多
く
活
躍
し
て
い

た
。

*
巻
〓
　
「
推
古
天
皇
、
造
本
元
興
寺
語
箪
一
十
二
」
(
未
詳
)

C
　
持
続
・
元
明
「
元
正
の
女
帝
、
持
続
皇
統
に
属
す
る
聖
武
・
孝
謙

ら
が
仏
法
を
信
仰
し
、
不
比
等
・
県
犬
養
三
千
代
の
娘
、
聖
武
皇
后



光
明
子
が
東
大
寺
・
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
の
建
立
を
働
き
か
け
る
な

ど
、
七
～
八
世
紀
中
葉
、
女
性
が
国
家
の
仏
教
事
業
に
関
与
す
る
な

か
、
官
尼
は
宮
廷
内
の
仏
事
に
参
与
し
、
〝
家
尼
″
と
し
て
貴
族
邸

宅
に
居
住
す
る
な
ど
、
相
応
の
位
置
を
占
め
た
。

*
巻
〓
　
「
代
々
天
皇
、
造
大
安
寺
所
々
語
第
十
六
」
　
(
『
三
宝
絵
』
下
1
7
)

*
巻
〓
　
「
天
智
(
天
武
)
天
皇
、
造
薬
師
寺
語
十
七
」
　
(
未
詳
)

*
巻
〓
　
「
高
野
姫
天
皇
、
造
西
大
寺
語
第
十
八
」
　
(
未
詳
)

*
巻
〓
　
「
光
明
皇
后
建
法
華
寺
為
尼
寺
語
第
十
九
」
　
(
本
文
欠
、
『
三
宝
絵
』

下
1
3
)

*
巻
一
二
　
「
於
山
階
寺
行
維
摩
会
語
第
三
」
　
(
『
三
宝
絵
』
下
2
8
)

『
風
土
記
』
『
日
本
霊
異
記
』
『
日
本
感
霊
録
』
　
に
地
方
で
の
尼
寺

創
建
、
民
衆
階
層
や
地
方
豪
族
層
の
女
性
た
ち
の
仏
教
信
仰
が
伝
え

ら
れ
、
行
基
造
立
の
四
九
院
の
う
ち
約
三
分
の
一
が
尼
院
で
あ
る
な

ど
、
民
間
で
の
女
性
の
信
仰
の
ひ
ろ
が
り
、
尼
た
ち
の
活
躍
が
確
か

め
ら
れ
る
。

*
巻
一
二
　
「
尼
、
所
被
盗
持
仏
自
然
奉
値
語
第
十
七
」
　
(
『
日
本
霊
異
記
』
上

3
5
)

*
巻
一
二
　
「
河
内
国
八
多
寺
仏
、
不
焼
火
語
第
十
八
」
　
(
『
日
本
霊
異
記
』
上

3
3
)

*
巻
一
六
「
観
音
、
為
人
被
盗
後
、
自
現
給
語
第
十
三
」
　
(
岡
本
寺
、
『
日
本

霊
果
記
』
中
1
7
)

*
巻
一
六
「
紀
伊
国
人
、
邪
見
不
信
蒙
現
罰
語
第
三
十
八
」
　
(
狭
屋
寺
、
『
口

egh

本
霊
異
記
』
中
1
1
)

官
尼
は
、
僧
綱
制
・
僧
尼
令
の
も
と
、
僧
と
は
ぽ
平
等
対
等
の
関

係
に
あ
り
、
『
日
本
霊
異
記
』
『
日
本
感
雲
録
』
　
に
も
、
後
代
の
ご
と

き
五
障
や
変
成
男
子
と
い
っ
た
女
性
差
別
思
想
が
み
ら
れ
な
い
。

*
巻
一
二
　
「
貧
女
、
依
仏
助
得
官
…
貴
語
第
十
五
」
　
(
『
日
本
霊
異
記
』
中
2
8
)

*
巻
一
二
　
「
薬
師
仏
、
従
身
出
薬
与
盲
女
語
第
十
九
」
一
(
『
日
本
霊
異
記
』
下

目
)

八
世
紀
中
葉
、
国
家
儀
礼
で
の
僧
尼
の
同
座
同
席
の
禁
、
尼
の
排

除
が
す
す
み
、
尼
寺
の
寺
務
全
般
が
鎮
僧
に
よ
る
統
制
下
に
入
り
、

さ
ら
に
、
官
度
制
が
僧
中
心
の
運
営
に
な
っ
て
尼
の
得
度
が
制
限
さ

れ
、
九
世
紀
初
頭
に
は
年
分
度
者
の
対
象
か
ら
も
尼
が
外
さ
れ
て
、

官
尼
や
尼
寺
へ
の
差
別
待
遇
が
始
ま
っ
た
。

差
別
待
遇
は
、
九
世
紀
、
国
制
の
確
立
と
と
も
に
強
化
さ
れ
た

〝
国
家
は
男
性
が
運
営
す
る
″
と
の
思
想
の
影
響
、
(
性
風
紀
に
厳
格

な
)
儒
教
倫
理
の
導
入
、
家
父
長
制
家
族
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
進

行
し
、
九
世
紀
後
半
以
降
の
ケ
ガ
レ
観
の
肥
大
化
の
中
で
仏
教
本
来

の
女
性
差
別
観
も
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。

*
巻
一
三
「
長
楽
寺
僧
、
於
山
見
入
定
尼
語
第
十
二
」

*
巻
一
五
「
鎮
西
行
千
日
講
聖
人
、
往
生
語
第
二
十
四
」
、
等

そ
う
し
た
な
か
、
尼
寺
は
僧
寺
の
末
寺
と
な
り
、
以
後
一
二
世
紀

に
か
け
て
僧
寺
化
や
廃
亡
が
す
す
ん
で
退
転
し
た
。
僧
寺
で
は
〝
戒

律
の
立
場
か
ら
す
る
女
性
の
規
制
″
と
は
異
質
な
女
人
結
界
が
現

39『今昔物語集』に描かれる尼



れ
、
顕
密
仏
教
は
女
人
の
来
世
「
救
済
」
(
=
女
人
往
生
成
仏
論
)
を

五
障
・
変
成
男
子
の
語
を
以
て
説
き
、
女
性
を
宗
教
的
大
衆
=
「
救

済
」
の
対
象
と
し
て
差
別
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
女
性
が
差
別

的
な
″
「
救
済
」
対
象
と
し
て
の
女
人
″
言
説
に
呪
縛
さ
れ
、
さ
ら

に
は
こ
れ
を
自
ら
内
面
化
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
っ
た
。

*
巻
一
三
「
筑
前
国
女
、
調
法
花
開
盲
語
第
二
十
六
」
(
『
法
華
験
ヨ
腔
下
辺
)

*
巻
一
三
「
女
人
、
調
法
花
経
見
浄
土
語
第
三
十
六
」
(
『
法
華
験
記
』
下
1
1
8
)

*
巻
一
三
「
女
子
、
死
受
蛇
身
、
聞
説
法
花
得
脱
語
第
四
十
三
」
　
(
未
詳
)

*
巻
一
四
「
女
、
依
法
花
力
転
蛇
身
生
天
語
第
四
」
(
聖
武
帝
代
、
未
詳
)

官
尼
、
尼
寺
は
衰
退
し
た
が
、
女
性
の
仏
教
へ
の
関
心
は
逆
に
高

ま
り
(
「
あ
は
れ
、
今
様
は
女
も
数
珠
ひ
き
さ
げ
経
ひ
さ
さ
げ
ぬ
は
な
し
」

『
購
蛤
日
記
』
中
巻
、
天
禄
二
(
九
七
一
)
年
四
月
)
、
幼
年
よ
り
道
心
を

お
こ
し
、
そ
の
ま
ま
尼
と
な
る
者
、
結
婚
後
も
道
心
を
た
も
つ
者
な

ど
が
あ
っ
た
。

*
巻
一
六
「
山
城
国
女
人
、
依
観
音
助
逓
蛇
難
語
第
十
六
」
(
『
法
華
験
記
』

下
は
)

*
巻
一
二
「
尼
願
西
、
所
持
法
花
経
不
焼
語
第
二
十
」
(
『
法
華
験
記
』
下
欄
)

*
巻
一
五
「
池
上
寛
忠
僧
都
妹
尼
、
往
生
語
第
三
十
七
」
(
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
3
1
)

*
巻
一
五
「
伊
勢
国
飯
高
郡
尼
、
往
生
語
第
二
十
八
」
(
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

3
2
)

*
巻
一
七
「
陸
奥
国
女
人
、
依
地
蔵
助
得
活
語
第
二
十
九
」
(
『
地
蔵
菩
薩
霊

験
記
』
一
四
8
)

*
巻
一
五
「
右
大
弁
藤
原
佐
世
妻
、
往
生
語
第
四
十
九
」
(
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
3
8
)

*
巻
一
五
「
伊
勢
国
飯
高
郡
老
福
、
往
生
語
第
五
十
二
　
(
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
4
1
)

*
巻
一
五
「
女
藤
原
氏
、
往
生
語
第
五
十
」
(
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
3
9
)

*
巻
一
五
「
近
江
国
坂
田
郡
女
、
往
生
語
第
五
十
三
」
　
(
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

4
0
)女

性
の
出
家
は
老
年
を
迎
え
て
の
ほ
か
、
夫
や
子
ど
も
、
父
母
の

病
気
・
受
苦
・
出
家
・
死
、
〝
床
離
れ
″
　
(
『
伊
勢
物
産
一
六
段
)
、

自
ら
の
病
気
、
延
命
祈
願
、
「
暮
齢
に
及
び
寡
婦
と
為
り
」
「
愁
患
多

く
し
て
依
惜
無
き
」
　
(
『
本
朝
文
粋
』
巻
一
四
・
四
一
九
・
慶
滋
保
胤
)
な

ど
の
理
由
が
主
た
る
も
の
だ
が
、
自
ら
の
生
と
向
き
合
っ
て
道
心
を

深
め
、
家
政
、
夫
婦
の
関
係
を
切
り
捨
て
て
仏
道
修
行
や
出
家
に
向

か
う
者
も
あ
っ
た
　
(
召
人
級
日
記
』
菅
原
孝
標
女
の
母
、
等
)
。

*
巻
一
九
「
村
上
天
皇
御
子
大
汗
院
出
語
第
十
七
」
　
(
未
詳
、
『
古
本
説
話
位
と

上
1
)

*
巻
一
九
「
三
条
大
童
大
后
宮
出
家
語
第
十
八
」
(
未
詳
、
『
宇
治
拾
遺
物
端
巴

川
)

*
巻
一
五
「
鎮
西
餌
取
法
師
、
往
生
語
箪
一
十
八
」
(
『
法
華
験
記
』
中
7
3
)

*
巻
〓
ハ
「
唾
女
、
依
石
山
観
音
助
得
言
語
箪
一
十
二
」
(
未
詳
)

*
巻
一
五
「
小
松
天
皇
柳
孫
尼
、
往
生
語
第
三
十
六
」
(
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

40



3
0
)

*
巻
三
〇
「
会
平
定
文
女
、
出
家
語
第
二
」
　
(
未
詳
、
『
大
和
物
頚
巴
m
・

『
平
小
物
魂
巴
3
8
)

*
巻
一
五
「
在
桓
聖
人
母
尼
釈
妙
、
往
生
語
第
四
十
」
(
『
法
華
験
記
』
下
9
9
)

*
巻
一
五
「
近
江
守
彦
真
妻
伴
氏
、
往
生
語
第
四
十
八
」
(
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
3
7
)

天
皇
家
を
含
む
貴
族
等
権
門
の
一
門
二
家
に
お
い
て
そ
の
地
位

や
財
産
権
を
保
証
さ
れ
た
女
性
は
、
夫
と
と
も
に
〝
家
の
仏
事
″

(
先
祖
・
亡
父
母
供
養
・
氏
寺
仏
事
・
年
中
行
事
や
産
育
儀
礼
・
通
過
儀
礼
仏

事
・
家
産
や
子
孫
繁
栄
祈
願
・
共
同
体
に
か
か
わ
る
祈
願
)
を
司
り
、
妻

・
母
と
し
て
家
族
や
自
身
の
病
気
平
癒
、
育
児
、
亡
き
夫
・
早
世
子

の
菩
提
を
弔
う
な
ど
の
か
た
ち
で
仏
教
に
か
か
わ
り
、
ま
た
、
そ
の

一
門
二
家
を
檀
越
と
し
た
寺
院
で
出
家
入
遺
し
て
居
住
す
る
場
合

(
源
高
明
一
門
と
醍
醐
寺
)
、
平
安
末
期
に
は
子
院
・
堂
塔
の
願
主
と
な

る
場
合
(
源
帥
房
一
族
と
醍
醐
寺
)
も
あ
っ
た
。

*
巻
一
五
「
加
賀
同
R
〓
]
郡
女
、
往
生
語
第
五
十
二
」
(
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

4
2
)

女
性
が
仏
教
的
差
別
観
を
介
し
て
被
救
済
者
と
措
定
さ
れ
る
一

方
、
地
母
神
的
な
母
性
観
、
そ
の
後
の
賢
母
称
揚
の
儒
教
的
女
性

観
、
家
父
長
制
下
の
産
む
性
の
強
調
な
ど
に
、
『
大
智
度
論
』
　
の
女

性
観
、
『
孟
蘭
盆
経
』
『
父
母
恩
重
経
』
や
目
連
救
母
伝
説
の
影
響
も

加
わ
っ
て
、
僧
侶
・
文
人
貴
族
に
よ
る
〝
僧
の
母
″
の
理
想
化
が
す

す
ん
だ
。
摂
関
期
以
降
、
僧
に
よ
る
母
へ
の
孝
養
、
母
の
宗
教
的
救

済
が
さ
か
ん
に
説
か
れ
、
ま
た
、
母
も
息
子
を
僧
に
し
て
こ
れ
に
後

世
安
楽
を
託
し
た
(
良
源
、
寂
照
、
成
尋
、
等
)
。

*
巻
一
五
「
源
倍
僧
都
母
尼
、
往
生
語
第
三
十
九
」
　
(
未
詳
)

m
　
出
家
し
た
女
性
達
は
、
一
門
・
二
家
の
関
与
す
る
寺
に
居
住
し
た

者
の
ほ
か
、
息
子
や
兄
弟
、
縁
者
の
僧
の
寺
の
辺
り
や
山
茄
に
居
住

し
て
養
わ
れ
た
り
(
大
安
寺
僧
栄
好
母
、
成
尋
母
、
良
源
母
、
等
)
、
開

山
・
中
興
僧
の
母
を
祀
っ
た
諸
山
結
界
近
く
の
寺
(
叡
山
南
麓
安
養

寺
、
高
野
山
茄
慈
尊
院
、
等
)
の
傍
ら
に
庵
を
結
ん
だ
り
、
あ
る
い
は

在
俗
時
居
住
の
邸
内
に
と
ど
ま
っ
て
修
学
、
念
仏
に
専
念
し
た
。

*
巻
一
五
「
池
上
寛
忠
僧
都
妹
尼
、
往
生
語
第
三
十
七
」
(
『
日
本
往
生
極
楽

記
』
3
1
)

*
巻
一
六
「
唖
女
、
依
石
山
観
音
助
得
言
語
第
二
十
二
」
　
(
未
詳
)

二
　
『
今
昔
物
語
集
』
の
眼
差
し
-
寧
ら
れ
る
尼

さ
て
、
こ
う
し
て
、
こ
の
二
十
数
年
来
、
女
性
と
仏
教
に
関
す
る
研

究
が
析
出
し
た
古
代
史
の
な
か
の
尼
た
ち
の
姿
の
多
く
は
、
『
今
昔
物

語
集
』
中
に
も
兄
い
だ
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
は
、

一
二
世
紀
前
半
期
以
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
生
き
た
尼
た
ち
の
そ
れ

ぞ
れ
の
姿
の
、
い
わ
ば
重
層
的
な
総
覧
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
方
法
、
す
な
わ
ち
、
仏
教
言
説
、
公
言
説
の

主
体
化
を
も
っ
て
し
た
構
想
の
も
と
、
先
行
す
る
諸
資
料
を
参
照
し
、
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話
題
を
切
り
取
り
、
位
置
を
与
え
る
こ
と
で
世
界
の
史
的
記
述
(
=
所

有
)
を
試
み
よ
う
と
し
た
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
必
然
で
も
あ
る
。
つ
ま

り
、
重
層
的
な
総
覧
は
諸
依
拠
資
料
中
の
尼
(
=
依
拠
資
料
生
成
時
に
あ

る
意
味
を
に
な
っ
て
語
ら
れ
た
尼
た
ち
)
　
の
残
像
の
集
積
な
の
で
も
あ
っ

て
、
〝
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
描
か
れ
る
尼
″
と
の
課
題
を
厳
密
に
ひ
き
う

け
る
と
す
れ
ば
、
残
像
を
拾
い
集
め
そ
れ
ら
を
重
層
的
な
総
覧
と
し
て

確
認
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
残
像
に
向
け
ら
れ
た

『
今
昔
物
語
集
』
　
の
眼
差
し
の
あ
り
様
、
語
ら
れ
方
こ
そ
が
問
わ
れ
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

た
と
え
ば
、
a
に
か
か
わ
る
巻
〓
　
「
聖
徳
太
子
、
於
此
朝
、
始
弘

仏
法
語
第
二
。
本
話
に
は
敏
達
紀
に
あ
る
「
仏
法
之
初
」
　
の
本
線
物

語
の
準
主
役
「
三
人
ノ
尼
」
　
(
主
役
は
蘇
我
馬
子
)
が
登
場
す
る
。
が
、

そ
の
扱
い
は
敏
達
紀
と
も
依
拠
資
料
と
目
さ
れ
る
『
三
宝
絵
』
　
(
中
1
)

話
の
扱
い
と
も
同
じ
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
聖
徳
太
子
を
主
役
と
し

た
本
朝
仏
法
創
始
の
物
語
の
文
脈
を
整
え
よ
う
と
す
る
『
今
昔
物
語

集
』
は
、
『
三
宝
絵
』
　
の
「
太
子
与
大
臣
(
馬
子
)
　
二
心
弘
三
宝
」
を

「
惣
テ
太
子
、
此
大
臣
ト
心
一
ニ
シ
テ
、
三
宝
ヲ
弘
。
」
と
訓
読
し
、
さ

ら
に
そ
の
直
前
、
「
大
臣
宗
我
馬
子
宿
称
、
受
此
像
(
百
済
弥
勒
石
像
)
、

於
家
束
造
寺
奉
居
敬
、
置
凪
ヨ
刃
供
養
。
大
臣
於
此
寺
立
塔
」
を
「
大

臣
蘇
我
ノ
馬
子
ノ
宿
祢
上
玉
フ
人
、
此
ノ
来
レ
ル
使
ヲ
受
テ
、
家
ノ
東

二
寺
ヲ
造
り
、
此
(
百
済
弥
勒
石
像
)
ヲ
屈
へ
テ
養
フ
。
大
臣
、
此
寺

二
塔
ヲ
建
ム
ト
為
ル
ニ
」
と
語
り
変
え
て
、
「
尼
三
人
」
　
の
存
在
を
消

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
「
三
人
ノ
尼
」
は
こ
の
話

題
の
後
、
守
屋
の
仏
像
破
却
話
題
中
に
素
姓
不
明
の
か
た
ち
で
登
場
す

る
。
け
れ
ど
も
、
か
か
る
扱
い
は
本
朝
初
の
「
度
者
」
で
あ
っ
た
彼
女

た
ち
、
つ
ま
り
は
本
朝
仏
教
創
成
期
の
女
性
の
姿
を
伝
え
な
い
。
も
っ

と
も
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
は
、
「
尼
三
人
」
と
だ
け
記
し
て
敏
達
紀
等

に
あ
る
彼
女
た
ち
の
人
物
紹
介
記
事
を
省
略
し
て
い
る
『
三
宝
絵
』
　
に

お
い
て
す
で
に
進
行
し
て
お
り
、
先
の
「
太
子
与
大
臣
「
心
弘
三
宝
」

が
敏
達
紀
に
は
な
い
こ
と
を
も
勘
案
す
れ
ば
、
太
子
を
軸
と
す
る
本
朝

仏
法
創
始
の
物
語
の
形
成
の
間
に
、
善
信
尼
以
下
三
人
の
尼
の
存
在
は

す
で
に
そ
の
意
義
を
う
し
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
今
昔
物
語
集
』

は
そ
れ
を
一
歩
進
め
る
形
で
彼
女
た
ち
を
消
去
し
た
わ
け
だ
が
、
か
か

る
か
た
ち
の
残
像
は
、
い
わ
ば
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
視
界
の
外
に
あ
る

も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
朝
仏
教
創
始
の
か
つ
て
の
物
語
に
重
要
な
位
置
を
し
め
る
尼
を
視

野
の
外
に
お
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
は
、
し
か
し
、
女
性
と
仏
教
の
問

題
や
〝
尼
″
〝
尼
寺
″
　
に
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

天
竺
仏
教
史
を
構
想
し
た
巻
一
～
四
中
の
巻
一
に
お
い
て
、
そ
の
第
1
9

話
に
「
女
人
ノ
出
家
ス
ル
事
、
此
レ
ニ
始
レ
リ
。
」
と
結
ば
れ
る
「
仏

夷
母
橋
曇
弥
、
出
家
語
」
話
題
を
語
り
、
本
朝
仏
教
史
を
語
る
巻
一
一

の
第
1
9
話
に
「
光
明
皇
后
建
法
華
寺
為
尼
寺
語
」
話
題
を
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
確
か
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
巻
一
1
9
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の

前
に
お
か
れ
た
第
1
0
話
に
「
蓮
華
比
丘
尼
」
　
の
名
が
す
で
に
出
て
お
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り
、
第
1
4
話
で
　
「
年
盛
ニ
シ
テ
形
美
麗
ナ
ル
女
ヲ
見
テ
ハ
　
『
世
ハ
ア
ヂ

キ
無
キ
者
也
、
尼
二
成
ネ
』
ト
講
へ
テ
頭
ヲ
令
剃
」
め
た
釈
迦
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
話
題
の
排
列
(
第
1
0
・
1
1
・
1
9
話
)
が
「
女
人
ノ

出
家
ス
ル
事
、
此
レ
ニ
始
レ
リ
。
」
　
(
第
1
9
話
)
　
の
文
言
を
裏
切
っ
て
い

て
、
女
人
出
家
の
起
源
を
標
示
す
る
は
ず
の
本
話
題
の
重
み
が
『
今
昔

物
語
集
』
　
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
曖
昧
な
点
を

残
す
。
橋
曇
弥
出
家
を
女
人
出
家
の
喘
矢
と
す
る
こ
と
は
『
三
宝
絵
』

下
7
「
西
院
阿
難
悔
過
」
や
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
閏
七
月
九
日
条
の

橋
曇
弥
出
家
譚
に
も
見
え
て
い
て
、
い
わ
ば
「
仏
教
史
的
常
識
」
　
(
本

田
義
憲
氏
「
今
昔
物
語
集
仏
伝
の
研
究
」
、
『
叙
説
』
、
一
九
八
五
3
)
で
も
あ

っ
た
。
釈
迦
在
俗
時
の
妻
「
耶
輸
陀
羅
」
　
の
出
家
譚
で
あ
る
第
2
0
話
が

欠
話
で
あ
る
点
も
あ
わ
せ
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
を
含
む
天
竺
の
尼
譚

は
、
仏
教
史
を
構
想
す
る
『
今
昔
物
語
集
』
が
そ
う
し
た
「
常
識
」
に

配
慮
す
る
か
た
ち
で
採
話
し
た
も
の
の
よ
う
で
も
あ
る
。
同
様
の
こ
と

は
巻
〓
1
9
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
こ
と
で
、
総
国
分
尼
寺
た
る
法

華
寺
(
法
華
滅
罪
之
寺
)
　
の
創
始
を
語
る
は
ず
の
本
話
も
ま
た
本
文
を

欠
い
て
い
る
が
、
本
朝
仏
教
史
の
記
述
に
と
っ
て
は
ず
せ
な
い
　
「
常

識
」
的
話
題
(
『
三
宝
絵
』
下
1
3
)
で
は
あ
っ
た
。
前
節
一
覧
の
C
に
か

か
わ
る
話
題
に
は
、
こ
の
ほ
か
巻
一
一
1
7
(
持
続
・
元
明
両
帝
の
仏
教
事

績
)
、
巻
一
一
1
8
(
孝
謙
(
称
徳
)
女
帝
の
仏
教
事
業
)
が
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
記
録
的
で
話
の
態
を
な
し
て
お
ら
ず
、
第
1
8
話
に
い
た
っ
て
は
、

道
鏡
と
の
一
件
へ
の
配
慮
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
冒
頭
部
の
簡
単
な

紹
介
記
事
の
み
で
終
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
も
ま
た
、
仏
教
史
記
述
の

構
想
上
、
体
裁
を
整
え
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
話
題
と
い
っ
た
趣
な
の

で
あ
る
。

三
　
『
今
昔
物
語
集
』
の
言
述

こ
れ
ら
は
、
「
常
識
」
　
に
し
た
が
っ
て
視
野
に
入
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
そ
の
眼
差
し
に
主
体
的
な
関
心
の
介
在
が
読
み
取
れ
な
い
例
だ

が
、
こ
こ
に
は
、
「
僧
と
ほ
ぼ
平
等
対
等
の
関
係
」
　
に
あ
っ
た
尼
た
ち

=
「
五
障
や
変
成
男
子
と
い
っ
た
女
性
差
別
思
想
が
み
ら
れ
な
い
」
　
八

世
紀
中
葉
以
前
の
女
性
と
仏
教
の
関
係
(
牛
山
氏
、
平
氏
、
前
掲
書
)
　
へ

の
理
解
を
欠
い
た
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
あ
り
様
が
う
か
が
え
よ
う
。
事

実
、
先
に
取
り
上
げ
た
巻
一
一
1
8
で
は
孝
謙
天
皇
が
「
女
ノ
身
二
御
マ

ス
ト
云
へ
ド
モ
、
心
二
智
リ
広
ク
シ
テ
文
ノ
遺
ヲ
極
メ
給
タ
リ
ケ
リ
」

と
紹
介
さ
れ
る
。
女
性
差
別
思
想
の
見
ら
れ
な
い
　
『
日
本
霊
異
記
』
　
に

取
材
し
た
話
題
中
、
巻
二
〇
「
女
人
、
依
心
風
流
得
感
応
成
仙
語
第
四

十
二
」
で
も
原
拠
(
上
1
3
)
　
に
は
な
い
　
「
心
直
ク
シ
テ
仙
薬
ヲ
食
シ
ツ

レ
バ
、
女
也
云
へ
ド
モ
仙
二
成
テ
、
空
ヲ
飛
ブ
事
如
此
シ
。
」
の
評
語

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
冒
頭
に
示
し
た
女
性
と
仏
教

の
関
係
展
開
d
e
に
符
合
が
確
認
さ
れ
る
『
日
本
霊
異
記
』
関
連
話

も
、
そ
う
し
た
眼
差
し
で
理
解
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
残
像
は
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
差
別
的
な
眼
差
し
に
よ
っ
て
変
形
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
巻
一
二
　
「
尼
願
西
、
所
持
法
花
経
不
焼
給
語
第
三
十
」
　
の

「
女
ノ
身
也
ト
云
へ
ド
モ
心
二
智
有
テ
因
果
ヲ
知
レ
リ
」
が
原
拠
『
法

華
験
記
』
下
欄
中
の
「
矧
到
矧
、
当
言
信
男
」
に
由
来
す
る
と
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
叙
上
の
文
言
付
加
は
、
九
世
紀
以
降
に
浸

潤
し
発
話
の
定
型
と
し
て
流
通
し
慣
習
化
し
て
い
た
女
性
差
別
言
説
を

主
体
化
し
た
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
い
て
な
さ
れ
た
こ
と
と
知
ら
れ

る
。
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
の
八
世
紀
中
葉
以
前
の
言
表
に
向
け
ら
れ

た
差
別
的
な
眼
差
し
=
八
世
紀
中
葉
以
前
の
女
性
と
仏
教
の
関
係
へ
の

無
理
解
も
、
そ
う
し
た
言
説
の
主
体
化
の
な
か
で
出
来
し
た
こ
と
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
巻
四
「
阿
難
、
入
法
集
堂
語
第
二
冒
頭
、
第
一
次

結
集
時
の
大
迦
葉
に
よ
る
阿
難
難
詰
話
題
中
の
第
四
難
「
仏
ノ
捏
葉
シ

給
ヒ
シ
時
、
摩
耶
夫
人
造
二
切
利
天
ヨ
リ
手
ヲ
延
べ
テ
、
仏
ノ
御
足
ヲ

取
テ
涙
ヲ
流
シ
給
ヒ
キ
。
其
こ
、
汝
ヂ
親
シ
キ
御
弟
子
ト
シ
テ
制
止
ヲ

不
加
ズ
シ
テ
、
封
入
ノ
手
ヲ
仏
耳
御
身
二
令
触
タ
ル
、
,
l
共
ノ
過
如
何
」

は
『
注
好
選
』
中
4
0
(
「
何
故
汝
為
侍
者
不
制
女
手
令
触
仏
身
」
)
に
拠
る

が
、
原
拠
『
大
智
度
諭
』
等
に
は
み
え
な
い
　
(
岩
波
・
新
大
系
≡
宝
絵

・
注
好
選
』
脚
注
)
。
ま
た
、
巻
一
1
9
橋
曇
弥
出
家
譚
中
の
釈
尊
女
人
出

家
拒
否
の
弁
明
(
「
誓
バ
、
人
ノ
家
二
多
少
ノ
男
子
ヲ
生
ゼ
ル
ハ
、
此
レ
ヲ
以

テ
家
ノ
栄
ト
ス
。
此
ノ
男
子
二
仏
法
ヲ
修
行
セ
シ
メ
テ
、
世
二
仏
法
ヲ
久
ク
持

タ
シ
ム
ベ
キ
也
。
其
レ
ニ
女
人
二
出
家
ヲ
許
セ
ラ
バ
、
女
人
、
男
子
ヲ
生
ズ
ル

事
絶
ヌ
ベ
キ
ー
ガ
故
二
出
家
ヲ
不
詳
ル
也
。
」
)
も
原
拠
『
釈
迦
譜
』
の
誤
訳

と
見
ら
れ
、
「
女
人
の
出
産
機
能
の
自
然
に
論
理
を
立
て
、
一
種
合
理

的
に
誤
解
を
来
た
し
た
」
も
の
(
本
田
氏
、
前
掲
論
文
)
。
こ
れ
ら
も
発

話
の
定
型
と
し
て
流
通
し
て
い
た
女
性
差
別
言
説
に
か
か
わ
り
、
『
今

昔
物
語
集
』
は
、
そ
う
し
た
言
説
の
海
に
身
を
浸
し
、
そ
こ
で
眼
差
し

を
育
み
、
時
間
の
堆
積
の
中
に
重
層
す
る
女
性
仏
教
者
た
ち
の
残
像
を

ゆ
が
め
な
が
ら
受
容
し
、
差
し
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
て
時
代
の
言
説
状
況
と
と
も
に
あ
る
『
今
昔
物

語
集
』
　
の
話
題
採
集
、
編
纂
、
言
述
の
過
程
は
、
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
話
題
と
出
会
う
舞
台
で
も
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
主
体
化
さ
れ
た
言

説
が
多
様
な
女
性
仏
教
者
た
ち
の
残
像
に
よ
っ
て
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
る
と
い

っ
た
出
来
事
も
出
来
し
た
よ
う
だ
。
巻
一
二
3
1
の
「
女
ノ
身
也
ト
云
へ

ド
モ
」
云
々
と
評
さ
れ
た
尼
煩
西
の
話
題
の
末
尾
が
「
此
レ
ヲ
思
フ
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こ
、
此
ノ
尼
君
ハ
只
人
ニ
ハ
非
ザ
リ
ケ
リ
ト
皆
人
云
ヒ
ケ
リ
。
極
テ
貴

判
到
引
ニ
テ
ナ
ム
有
ケ
ル
」
と
結
ば
れ
、
巻
七
「
霞
目
南
東
尼
、
読
調

法
花
経
改
持
経
文
語
第
十
八
」
の
末
尾
が
「
此
レ
ヲ
以
テ
思
フ
こ
、
矧

判
り
円
刊
経
ノ
文
ノ
隠
給
ケ
ル
ハ
誠
ノ
心
無
カ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
。
矧
刃
山

科
屯
経
ノ
文
ヲ
本
ノ
如
ク
祈
り
頚
ハ
ス
、
誠
ノ
心
ノ
探
ク
有
リ
ケ
ル
ニ

ヤ
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
は
、
そ
の
わ
か
り
や
す
い
例
だ
ろ
う
。
「
只

人
ニ
ハ
非
ザ
リ
ケ
リ
」
　
に
類
す
る
表
現
は
巻
二
七
2
の
宇
多
院
な
ど
男

性
に
つ
い
て
も
見
え
、
時
に
そ
れ
は
「
化
身
」
と
も
評
さ
れ
る
(
巻
一

七
輿
行
基
)
。
巻
一
五
で
は
第
3
9
話
の
源
信
母
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
前
後
、
道
心
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
専
心
修
行
し
た
巻
一
五
3
7
の

寛
忠
僧
都
妹
尼
、
同
3
8
の
伊
勢
国
飯
高
郡
尼
、
同
4
0
の
零
桓
聖
人
母
尼



釈
妙
、
ま
た
、
邸
内
別
居
を
も
っ
て
往
生
を
と
げ
た
同
4
8
の
近
江
守
彦

重
妻
伴
氏
、
同
5
1
の
、
上
十
五
日
に
仏
事
を
下
十
五
日
に
世
路
を
営
み

臨
終
時
に
梼
楽
聖
衆
か
ら
蓮
花
を
手
渡
さ
れ
た
(
「
其
レ
ヲ
凡
夫
ノ
肉
眼

ニ
ハ
不
見
サ
ル
也
。
娼
ハ
可
往
生
キ
時
至
テ
、
肉
眼
二
非
ズ
シ
テ
様
二
見
テ
告

ケ
ル
也
」
)
伊
勢
回
飯
高
郡
老
蝦
な
ど
に
対
し
て
も
、
そ
う
し
た
声
は
上

が
っ
て
い
る
は
ず
で
、
そ
こ
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
主
体
化
さ
れ
た

差
別
言
説
が
「
只
人
ニ
ハ
非
」
ざ
る
女
性
往
生
者
の
残
像
に
よ
っ
て
相

対
化
さ
れ
て
い
く
局
面
も
う
か
が
え
そ
う
だ
。
あ
る
い
は
、
『
日
本
霊

異
記
』
諸
話
と
の
出
会
い
の
舞
台
で
も
、
「
女
(
尼
)
ナ
レ
ド
モ
」
　
に

含
ま
れ
る
驚
き
、
衝
撃
の
声
に
、
そ
う
し
た
局
面
を
聞
き
取
っ
て
よ
い

の
か
も
知
れ
な
い
。

言
説
の
相
対
化
と
い
う
点
で
は
、
上
の
近
江
守
彦
真
要
件
氏
以
下
の

優
婆
夷
往
生
詔
の
一
つ
巻
一
五
「
右
大
弁
藤
原
佐
世
妻
、
往
生
語
第
四

十
九
」
(
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
壁
の
語
末
に
「
不
出
家
ズ
シ
テ
、
女
也

ト
云
へ
ド
モ
、
此
ク
往
生
ス
ル
也
」
と
加
筆
が
あ
る
の
も
興
味
深
い
。

同
様
の
文
言
は
先
に
取
り
上
げ
た
巻
二
〇
4
2
の
仙
女
に
つ
い
て
も
「
心

風
流
ナ
ル
者
ハ
、
仏
法
ヲ
不
修
行
ト
云
ヘ
ド
モ
、
仙
薬
ヲ
食
シ
テ
、
此

ク
仙
ト
成
ケ
リ
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
原
拠
(
『
日
本
霊
異
記
』
上
1
3
)

に
「
誠
知
、
判
例
倒
矧
而
好
風
流
仙
薬
感
応
。
如
精
進
女
閉
経
云
、
居

住
俗
家
、
端
心
掃
庭
、
得
五
功
徳
者
、
其
斯
謂
央
」
と
、
対
応
す
る
文

言
が
あ
る
。
慣
習
化
さ
れ
た
仏
教
言
説
を
主
体
化
し
な
が
ら
、
他
方
、

採
取
話
題
中
の
「
俗
家
」
「
不
修
行
」
「
端
心
」
者
の
「
得
功
徳
」
言
説

と
出
会
い
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
　
の
優
婆
夷
た
ち
に
そ
の
言
説
の
証

し
を
得
て
関
心
を
寄
せ
、
驚
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
驚
き
の
表
情

は
出
家
を
絶
対
化
す
る
仏
家
の
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
ノ
＼
は
、
仏
家

の
言
説
が
相
対
化
さ
れ
る
局
面
に
立
ち
会
い
、
こ
れ
を
こ
れ
と
し
て
受

け
入
れ
て
い
く
者
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
あ
り
様
は
、
「
筆
者

は
こ
れ
ま
で
大
寺
僧
に
重
点
を
置
い
て
撰
者
を
模
索
し
て
き
た
が
、
今

回
の
天
竺
部
の
読
み
直
し
を
通
し
て
、
大
寺
僧
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
必
然
性
を
読
み
取
れ
な
く
な
っ
た
。
」
と
し
て
、
『
今
昔
物
語

集
』
「
撰
者
」
　
に
つ
い
て
「
仏
教
に
帰
信
し
た
文
人
貴
族
な
ど
で
、
一

宗
一
派
に
偏
し
な
い
仏
教
史
観
を
持
っ
た
、
説
話
好
き
の
人
物
」
「
大

学
寮
の
文
章
(
紀
伝
)
遺
出
身
の
閑
職
に
あ
る
文
人
宮
人
で
、
仏
教
を

日
常
的
生
活
信
条
と
し
て
い
た
が
、
世
俗
の
生
態
に
も
好
奇
の
目
を
向

け
て
い
た
在
家
人
」
　
の
可
能
性
を
う
か
が
っ
た
今
野
達
氏
(
岩
波
・
新

大
系
『
A
孟
口
物
語
集
』
一
「
解
説
」
)
の
見
解
と
も
よ
く
符
合
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。四

　
『
今
昔
物
語
集
』
の
〝
い
ま
″
〝
こ
こ
″

さ
て
、
こ
う
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
様
態
、
す
な
わ
ち
、
流
通

す
る
仏
教
言
説
の
主
体
化
を
も
っ
て
世
界
の
史
的
記
述
を
構
想
し
っ
つ

も
、
他
方
、
採
集
し
た
話
題
と
の
出
会
い
の
舞
台
で
、
自
ら
主
体
化
し

た
言
説
と
そ
れ
を
相
対
化
さ
せ
る
出
来
事
と
の
間
を
往
還
し
、
先
行
テ

キ
ス
ト
の
尼
た
ち
の
残
像
を
消
去
し
た
り
ゆ
が
め
た
り
、
あ
る
い
は
残

45『今昔物語集』に描かれる尼



像
を
も
っ
て
自
ら
の
言
説
が
相
対
化
さ
れ
る
局
面
に
立
ち
会
っ
た
り
、

別
言
説
の
証
し
を
残
像
に
得
て
驚
き
そ
の
言
説
に
こ
そ
関
心
を
寄
せ
て

い
く
、
そ
の
よ
う
な
『
今
昔
物
語
集
』
の
言
述
を
確
認
し
て
き
た
わ
け

だ
が
、
最
後
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
に
認
め
ら
れ
る
、
叙
上
の
い
わ
ば

証
栗
の
尼
た
ち
と
は
異
な
る
尼
た
ち
の
一
群
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
へ
の

眼
差
し
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

女
性
と
仏
教
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
る
歴
史
研
究
は
、
近
年
、
「
律
令

制
的
な
官
尼
の
変
質
と
い
う
視
点
で
は
把
ら
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
形
態

の
尼
」
　
(
牛
山
氏
、
前
掲
書
)
の
課
題
、
「
平
安
期
の
一
般
的
な
女
性
た
ち

が
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
受
け
容
れ
て
出
家
し
た
の
か
と
い
う
問
題
」

(
前
掲
『
日
本
史
の
中
の
女
性
と
仏
教
』
所
収
、
第
四
章
、
勝
浦
令
子
氏
論
文
)

へ
と
議
論
を
進
展
さ
せ
て
い
る
。
冒
頭
一
覧
の
…
以
下
は
そ
の
成
果
だ

が
、
そ
こ
に
掲
げ
な
か
っ
た
尼
た
ち
、
す
な
わ
ち
「
出
家
し
て
も
尼
寺

に
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
尼
」
(
牛
山
氏
、
前
掲
書
)
に
も
注
意
が
向
け

ら
れ
て
い
る
。
巻
三
一
「
尾
張
守
口
、
於
島
部
野
出
人
語
第
三
十
」

(
出
典
未
詳
)
.
の
話
題
人
物
は
、
そ
の
よ
う
な
尼
の
一
人
で
あ
る
。

「
歌
読
ノ
内
ニ
テ
、
心
バ
ヘ
ナ
ド
モ
糸
可
笑
」
し
き
こ
の
女
性
は
、

二
三
人
い
た
子
も
他
国
に
出
か
け
て
消
息
不
明
と
な
っ
た
後
、
年
老
い

て
出
家
す
る
。
も
と
生
活
の
便
宜
を
与
え
て
い
た
「
尾
張
ノ
守
」
も

「
不
問
ズ
成
」
り
、
生
活
不
如
意
に
お
ち
い
る
が
、
兄
打
元
に
身
を
寄

せ
、
「
本
ヨ
リ
有
識
ナ
ル
者
こ
テ
、
弊
キ
事
ヲ
バ
不
為
ズ
シ
テ
、
尚
身

ヲ
持
上
テ
、
心
ニ
ク
ク
造
テ
過
シ
ケ
ル
程
こ
、
身
二
病
付
ニ
ケ
リ
。
」

兄
は
「
家
ニ
チ
ハ
不
殺
ジ
」
と
思
っ
て
尼
を
家
か
ら
出
す
。
清
水
あ
た

り
の
「
昔
ノ
共
達
」
も
「
此
ニ
テ
ハ
否
不
殺
」
と
相
手
に
し
て
く
れ
な

い
。
結
局
、
彼
女
は
烏
部
野
に
む
か
い
、
「
極
ク
和
キ
哀
レ
」
な
る
人

柄
に
ふ
さ
わ
し
く
、
墓
の
塚
の
蔭
に
「
浄
ゲ
ナ
ル
高
麗
端
ノ
塁
」
を
敷

き
、
そ
の
上
に
寄
り
臥
し
て
死
を
待
つ
。
従
者
の
女
は
そ
れ
を
見
届
け

て
立
ち
去
っ
て
い
く
。
一
話
は
こ
こ
で
終
わ
り
、
話
末
に
は
「
哀
ナ
ル

事
ニ
ナ
ム
、
其
比
、
人
云
ケ
ル
。
」
「
『
此
ハ
憧
ナ
ル
人
ナ
レ
ド
モ
、
糸

惜
ケ
レ
バ
不
書
ズ
』
ト
ゾ
人
云
シ
。
」
「
『
彼
ノ
尾
張
ノ
守
ノ
、
妻
力
妹

力
娘
力
不
知
ズ
、
何
デ
有
ト
モ
、
極
ク
ロ
惜
ク
不
問
サ
リ
ケ
ル
事
』
ト

ゾ
聞
ク
人
語
ケ
ル
。
」
と
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
哀
惜
、
同
情
、
憤

り
の
言
葉
(
お
そ
ら
く
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
肉
声
)
が
連
ね
ら
れ
て
い

る
。『

今
昔
物
語
集
』
　
に
見
出
さ
れ
る
尼
に
、
こ
う
し
て
死
に
い
た
ら
な

い
ま
で
も
、
出
家
後
に
身
を
も
て
あ
ま
す
女
性
は
多
い
。
出
家
後
も
在

俗
の
夫
と
と
も
に
あ
っ
た
尼
は
巻
一
九
1
2
に
、
〝
妻
ノ
尼
″
と
し
て
夫

僧
の
も
と
に
あ
る
者
は
巻
一
七
1
2
に
、
夫
僧
亡
き
後
さ
す
ら
う
〝
妻
ノ

尼
″
は
巻
一
七
3
1
に
、
貧
し
く
〝
老
タ
ル
尼
″
は
巻
一
五
4
3
に
、
鹿
邸

に
住
み
着
く
老
尼
は
巻
二
〇
5
、
巻
二
四
6
、
同
2
7
、
巻
三
〇
1
に
、

盗
人
と
同
宿
す
る
尼
は
巻
一
六
3
3
に
、
縁
者
な
く
寺
の
傍
ら
に
住
む
尼

は
巻
一
七
2
9
、
(
華
一
九
2
1
)
、
巻
三
一
1
に
、
そ
し
て
流
浪
す
る
尼
は

巻
一
五
「
鎮
西
筑
前
国
流
浪
尼
、
往
生
語
第
四
十
二
　
に
も
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
尼
は
早
く
『
扶
桑
略
記
』
元
慶
五
　
(
八
八
一
)
年
一
二
月
一
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一
日
条
「
淳
和
院
、
縁
先
太
后
遺
旨
、
為
京
城
尼
不
能
自
存
者
所
依
止

也
。
」
　
(
『
目
杢
二
代
実
録
』
逸
文
)
の
記
事
中
に
確
か
め
ら
れ
、
『
七
大
寺

巡
礼
私
記
』
　
(
薬
師
寺
粂
)
に
は
長
元
年
中
(
一
〇
二
八
～
三
七
)
以
来
の
、
薬

師
寺
東
門
辺
で
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
小
角
豆
の
数
珠
を
仏
舎
利
に
変
え

る
と
い
っ
た
所
行
を
も
っ
て
口
に
糊
し
て
い
た
比
丘
尼
た
ち
の
存
在
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
(
牛
山
氏
、
前
掲
害
)
。
卑
猥
な
歌
謡
を
中
宮
定
子
御

前
で
歌
っ
て
女
房
た
ち
を
喜
ば
せ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
常
陸
介
だ
が

(
『
枕
草
子
』
8
2
・
8
3
)
、
こ
れ
も
こ
れ
ら
の
尼
と
同
類
だ
ろ
う
(
巻
二
八
2
8

の
山
中
で
舞
茸
に
酔
っ
て
「
舞
ヒ
乙
」
で
た
尼
た
ち
も
?
)
。
ま
た
、
藤
原
伊

周
は
寛
弘
七
(
一
〇
一
〇
)
年
の
臨
終
の
床
で
　
「
さ
り
と
て
尼
に
な
し
奉
ら

ん
と
す
れ
ば
、
人
聞
き
も
の
狂
し
き
も
の
か
ら
、
あ
や
し
の
法
師
の
貝

ど
も
に
な
り
給
は
ん
ず
か
し
」
と
娘
の
行
く
末
を
案
じ
た
と
い
う

(
『
栄
花
物
舐
巴
巻
八
「
は
つ
は
な
」
。
勝
浦
氏
、
前
掲
論
文
)
。
こ
う
し
て
、

多
く
の
尼
は
さ
す
ら
い
の
中
で
困
難
な
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
目
さ

れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
言
語
主
体
が
、
日
々
目

の
当
た
り
に
し
て
い
た
現
実
の
尼
た
ち
の
姿
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
上

に
取
り
出
し
た
巻
三
一
3
0
の
「
歌
読
」
　
の
尼
を
は
じ
め
と
す
る
尼
た
ち

は
、
そ
の
意
味
で
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
現
在
と
の
接
点
を
も
つ
尼
た
ち

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
歌
読
」
の
尼
と
同
様
に
さ
す
ら
う
尼
に
は
巻
一
五
4
1

の
「
鎮
西
筑
前
国
流
浪
尼
」
も
い
る
(
出
典
未
詳
)
。
こ
の
尼
も
「
国
二

相
ヒ
知
ル
人
モ
無
キ
尼
」
で
、
「
寄
り
付
ク
方
モ
無
カ
リ
ケ
レ
バ
、
其

ノ
国
ノ
山
寺
二
貴
キ
僧
ノ
有
ケ
ル
許
二
寄
テ
、
其
ノ
侶
ノ
食
物
ヲ
シ
テ

年
来
被
仕
テ
有
ケ
ル
こ
」
、
高
声
の
念
仏
を
厭
わ
れ
て
追
い
出
さ
れ
放

浪
す
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
の
尼
は
、
幸
い
に
も
信
仰
心
に
篤
い
　
「
其

ノ
国
ノ
人
ノ
妻
」
　
に
養
わ
れ
て
見
事
往
生
を
と
げ
る
。
こ
の
話
は
、
高

野
山
の
某
上
座
が
現
地
で
聞
い
て
伝
え
た
話
題
と
注
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
お
そ
ら
く
は
、
「
女
人
罪
業
諭
を
展
開
し
っ
つ
罪
業
ゆ
え
の
救
済

を
繰
り
返
し
語
っ
て
い
っ
た
」
「
顕
密
仏
教
」
　
の
「
女
人
往
生
成
仏

論
」
　
(
平
雅
行
氏
「
中
世
仏
教
と
女
性
」
(
『
日
本
女
性
生
活
史
』
2
、
一
九
九

〇
)
及
び
前
掲
書
)
=
仏
家
の
言
説
に
、
絡
め
取
ら
れ
て
喧
伝
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
言
説
を
こ
そ
主
体
化
し
て
い
る
『
今
昔
物

語
集
』
　
に
と
っ
て
、
言
説
の
証
し
た
る
本
話
は
い
か
に
も
受
け
容
れ
や

す
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
巻
一
五
に
収
め
ら
れ
た
所
以
だ
が
、
し

か
し
、
一
方
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
視
界
に
は
、
か
か
る
言
説
に
背
馳

す
る
話
題
も
取
材
の
間
に
入
っ
て
く
る
。
先
の
「
歌
読
」
　
の
尼
が
そ
れ

で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
言
語
主
体
は
、
烏
部
野
の
墓

の
蔭
に
身
を
横
た
え
て
死
を
待
つ
尼
を
「
従
者
こ
テ
有
ケ
ル
女
」
と
と

も
に
見
届
け
て
後
、
哀
惜
、
同
情
の
思
い
を
尼
に
差
し
向
け
、
憤
り
の

声
を
縁
者
た
る
「
尾
張
ノ
守
」
　
に
投
げ
か
け
、
こ
れ
を
巻
三
一
に
収
載

す
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
主
体
化
さ
れ
た
言
説
を
裏
切
る
、
こ
の

「
救
済
」
さ
れ
な
い
尼
の
話
題
を
、
『
今
昔
物
語
集
』
が
排
除
し
て
い
な

い
点
で
あ
る
。
発
せ
ら
れ
て
い
る
哀
惜
、
同
情
の
思
い
、
憤
り
の
声

(
へ
の
同
調
)
の
真
意
は
推
し
量
り
が
た
い
が
、
そ
こ
に
は
「
母
ノ
尼
ヲ
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以
テ
可
令
祈
キ
也
」
　
(
巻
一
四
3
5
。
諺
。
「
誠
ノ
心
」
の
喩
。
『
宇
治
拾
遺
物

韮
巴
1
g
l
・
『
古
本
説
話
集
』
下
5
2
に
も
)
、
あ
る
い
は
「
風
二
値
タ
ラ
ム

尼
」
　
(
巻
一
九
3
5
。
弱
者
の
喩
)
と
い
っ
た
、
尼
を
め
ぐ
っ
て
時
代
が
共

有
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
も
い
く
ら
か
は
作
用
し
て
い
よ
う
。
女
た
ち

は
、
仏
家
の
言
説
戦
略
た
る
「
女
人
罪
業
論
の
呪
縛
」
　
(
平
氏
、
前
掲
論

文
)
に
絡
め
取
ら
れ
、
差
別
観
を
内
面
化
し
て
「
救
済
」
を
求
め
、

「
誠
ノ
心
」
を
も
っ
て
身
を
信
仰
に
捧
げ
な
が
ら
、
言
説
が
保
障
し
た

は
ず
の
「
救
済
」
も
手
に
入
ら
な
い
ま
ま
に
さ
す
ら
い
、
身
を
も
て
あ

ま
し
も
ち
く
ず
し
、
困
窮
と
孤
独
の
う
ち
に
疲
弊
し
、
病
み
、
「
風
二

値
タ
ラ
ム
尼
」
と
し
て
や
が
て
う
ち
捨
て
ら
れ
て
い
く
。
哀
惜
、
同

情
、
憤
り
の
声
は
、
「
歌
読
」
　
の
尼
に
典
型
的
な
、
そ
う
し
た
尼
た
ち

の
現
実
(
そ
れ
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
成
立
期
に
生
を
享
け
た
法
然
の
見
た

現
実
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
)
　
に
差
し
向
け
ら
れ
た
眼
差
し
に
、
お
そ
ら
く

は
由
来
す
る
。
そ
し
て
『
今
昔
物
語
集
』
は
こ
れ
を
語
る
。

も
ち
ろ
ん
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
言
語
主
体
は
つ
い
に
尼
で
は
あ
り

え
ず
、
彼
は
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
の
他
者
で
あ
る
ほ
か
は
な
い
。
ま

た
、
仏
家
の
言
説
戦
略
の
虚
妄
を
暴
く
糾
弾
者
で
も
い
ま
だ
な
い
。
し

て
い
る
こ
と
と
い
え
ば
、
遭
遇
し
た
話
題
に
驚
き
、
そ
れ
が
突
き
つ
け

る
現
実
、
自
ら
主
体
化
し
た
言
説
に
背
馳
す
る
現
実
を
ま
え
に
混
乱

し
、
困
惑
し
、
そ
の
整
理
も
つ
か
な
い
ま
ま
哀
惜
、
同
情
、
憤
り
の
声

を
発
す
る
ば
か
り
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
言
説
と
現
実
の
は
ぎ
ま
で

の
混
乱
、
困
惑
、
感
情
の
吐
露
こ
そ
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
　
の
〝
い

ま
″
〝
こ
こ
″
に
お
け
る
今
ひ
と
つ
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
あ
り
様
な

の
で
も
あ
っ
て
、
こ
の
立
ち
位
置
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
こ
そ

「
歌
読
」
　
の
尼
、
つ
ま
り
は
仏
家
言
説
の
網
の
目
か
ら
こ
ぼ
れ
お
ち
た

/
排
除
さ
れ
消
去
さ
れ
よ
う
と
し
た
尼
た
ち
は
息
を
吹
き
返
し
、
そ
の

存
在
を
歴
史
の
記
憶
の
な
か
に
と
ど
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は

『
今
昔
物
語
集
』
　
の
表
現
性
と
そ
の
意
義
や
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
よ

う
が
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
尼
た
ち
の
残
像
は
み
の
が
せ
な
い
。

〔
た
け
む
ら
・
し
ん
じ
　
広
島
大
学
教
授
〕
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